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The Development of University Educational Organizations in the Field of Life Sciences 
and Biotechnology, and University-Industry Joint Research 




  How does the establishment of new or additional university departments promote 
university-industry joint research in the field of life sciences and biotechnology?  We 
study this question through two analyses.  First, we investigate the development of 
departments (undergraduate and graduate courses) on life sciences in Japan since the 
1950s.  Second, using this result, we analyze statistically whether and how such 
development contributed to the undertaking and frequency of university-industry joint 
research in biotechnology.  The results suggest that, first, the expansion of such 
university departments in fact contributed to the promotion of university-industry joint 
research and, second, these collaborations increased following the 1998 legislation to 
promote technology transfer from universities (the so-called TLO Act) and the 1999 
legislation to allow universities to retain rights on their inventions made from 
government research funds (the so-called Japanese Bayh-Dole Act). 
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1 米国については Rosenberg and Nelson (1994)，ドイツについては Murmann (2003)，日本に
ついては Odagiri and Goto (1996)，Odagiri (1999)参照． 
2 「基本計画レビュー」と呼ばれるこの調査の概要については文部科学省科学技術政策研究
所 (2005) 参照． 
3小田切 (2006，第 3，4 章)，馬場・後藤 (2007) におけるサーベイ参照．バイオテクノロジ















概観するために東京大学 (代表的総合大学)，東京工業大学 (代表的工科大学)，筑波大学 
(1973 年開学のいわゆる新構想大学) という 3 つの大学を選び，それら大学のホームページ
記載情報から，ライフサイエンス分野における教育組織，すなわち学部（筑波大学では学
類），（学部内の）学科，研究科，（研究科内の）専攻，それぞれの変遷を整理した．その結






もない．しかし表 1 に見られるように，1965 年には，生物系研究科等は改編され，理学系・
医学系等の研究科となって，研究科名から生物の文字が消えている．とはいえ，生物関連
の教育・研究がなくなったわけではないであろう．さらに，ヒトゲノム研究のパイオニア







 表 1． 主要 3 大学におけるライフサイエンス関連の教育・研究組織の新設と改組 
大学 年 事項 
東京大学 1965 大学院の生物系，数物系，化学系の 3 研究科を改組し，理学系，医学系，薬学系，工学系，農学系の 5 研究科を設置． 
 1967 伝染病研究所を廃止し，医科学研究所を設置． 
 1991 医科学研究所内にヒトゲノム解析センターを設ける． 
 1992 理学系研究科の重点化により，化学，生物化学，動物学，植物学，人類学，地質学，鉱物学の 7 専攻が改組整備． 
 1993 応用微生物研究所を分子細胞生物学研究所に改組． 
 
1993 農学系研究科を農学生命科学研究科と改称．応用生命化学(農芸化学が改称)，応用生命工学，応用動物科学，獣医学の 4 専攻の整備．
その後の他専攻の整備により，2000 年には 12 専攻となる． 
 
1995 理学系研究科において，動物学，植物学，人類学の生物 3 専攻を統合し生物化学専攻に改組．物理学，天文学，地球惑星科学，化学，
生物化学，生物科学の 6 専攻となる． 
 
1997 医学系研究科において，第一基礎医学，第二基礎医学，第二臨床医学の 3 専攻を廃止し，分子細胞生物学，機能生物学，生体物理医
学，脳神経医学の 4 専攻に改組．この前後の他専攻の整備により，12 専攻となる． 
  1997 薬学系研究科において，薬学，製薬化学，生命薬学の 3 専攻を分子薬学専攻，機能薬学専攻，生命薬学専攻の 3 専攻に改組． 
東京工業大学 1986 理学部に生命理学科，工学部に生物工学科設置． 
 1988 理学部に生体機構学科，工学部に生体分子工学科設置． 
 1990 生命理工学部設置(理学部生命理学科・生体機構学科，工学部生物工学科・生体分子工学科を振替)． 
 1991 大学院生命理工学研究科設置(バイオサイエンスおよびバイオテクノロジーの 2 専攻)． 
 
1999 大学院生命理工学研究科バイオサイエンス(一部)およびバイオテクノロジー(一部)の 2 専攻を改組し，分子生命科学，生命情報および
生体分子機能工学専攻を設置．生命理工学部生命理学科，生体機能工学科，生物工学科および生体分子工学科を改組し，生命科学科
および生命工学科を設置． 
  2000 大学院生命理工学研究科バイオサイエンスおよびバイオテクノロジー専攻を改組し，生体システムおよび生物プロセス専攻を設置． 
筑波大学 1973 開学，医学専門学群など設置． 
 1975 第 2 学群(生物学類，農林学類など)，大学院博士課程生物科学研究科設置． 
 1976 大学院博士課程に農学研究科を設置，動物実験センター設置． 
 1984 遺伝子実験センターを設置 
 1993 大学院修士課程にバイオシステム研究科を設置． 
 1994 農林学類を生物資源学類と改称． 
  2001 大学院博士課程生物科学研究科，農学研究科，地球科学研究科を統合し，生命環境科学研究科を設置．動物実験センターを生命科学
動物資源センターに改組． 
出所： 各大学ホームページ (小田切, 2006, P.56, 表 3-1 より転載)． 
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 すでに述べた，1980 年代後半，特に 1990 年代に入ってからライフ関連の教育・研究組織
の設置が増えたという傾向は，国公立・私立いずれにおいても確認できる．ただし，これ










発化したという事実は，教育・研究体制の改編に 15 年から 35 年程度のラグ(遅れ)が発生し
ていたのではないかとの危惧を感じさせる．大学の運営方法や組織そのものの違いが大き
いので単純な日米比較は困難であるが，例えばマサチューセッツ工科大学（MIT）では 1977
年に保健科学技術のための新しい教育研究機関としてWhitaker College of Health Science and 











                                                  
4 MIT のウェブサイトによる． 
























う）を特定した．たとえば東京大学は 1955 年に生物系研究科を設置しているため，1955 年
を初めてライフサイエンス関連の教育組織を設置した年とみなした．これにもとづき，2001
年までにライフサイエンス関連の教育組織が設置されていれば 1，設置されていなければ 0
とするダミー変数 (LIFE) を作成し，従属変数として用いることとした．また，2001 年以
前にどれだけ早く設置したかを見るため，基準年 (2001) から遡って何年前に教育組織が設
置されたかを表す変数 (LIFE_AGE) も従属変数として用いた． 










第 2 は，大学の設置から経過した年数 (UNIV_AGE) である．古い伝統を持つ大学である
ほど新学科等の設置へのニーズが高い，あるいはスクラップ・アンド・ビルドしやすいと
いう観点から，UNIT_AGE は正の係数を持つことが予測される．ただし，表 1 で示した筑波
大学の例のように，新規の大学ほど新しい学問分野の学科等を積極的に設置する可能性も
あるので，その場合にはむしろ負の係数を持つ可能性がある． 
第 3 は，文系・理系ともに設置されていれば 1 とするダミー変数 (COMPRE)，また同様

























                                                  
6 この他に，文系のみを有する大学(筆者らの属する一橋大学はその例である)もあるので，
両ダミー変数がともに 0 の値を取るサンプルがある． 
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表 2. クロスセクション分析における変数の定義と記述統計量： 国公立・私立大学サンプル (観測数：715) 
 
変数 定義 平均値 標準偏差
(従属変数) 
LIFE ダミー変数：2005 年度までにライフサイエンス関連の教育・研究組織 (学
部・学科，研究科・専攻) を設置していれば 1，そうでない場合は 0． 
0.197 0.398 




UNIV_SIZE 大学の教育・研究組織 (学部・学科，研究科・専攻)の入学定員数 (単位:千
人)． 
0.924 1.392 
UNIV_AGE 大学の設置から経過した年数． 32.772 20.009 
COMPRE ダミー変数： 文系・理系ともに設置されていれば 1，そうでない場合は 0． 0.200 0.400 
SCIENCE ダミー変数： 理系の単科大学であれば 1，そうでない場合は 0． 0.161 0.368 














それぞれについて行い，その結果を表 3～5 に示す 7．推定方法としては，2001 年までにラ
イフサイエンス関連の教育組織が設置されているかどうかのダミー変数 (LIFE) を従属変
数とするモデルではプロビットを用いた．一方，教育組織が設置されてからの年数に関す







の規模 (UNIV_SIZE) に関しては、表 5 の全大学、私立大学をサンプルとした場合を除いて、
いずれの従属変数に対しても有意に正の係数を得た．上記の仮説がいずれも成立している
ことがわかる．また大学の年齢 (UNIV_AGE) については，全大学では有意で正の係数を得












表 3～5 によれば，いずれのモデルでも，国立大学では COMPRE の係数が SCIENCE の係数
                                                  
7 文系のみの大学を除いたサンプルによっても推定した(このとき，すべてのサンプル大学
が COMPRE または SCIENCE で 1 の値をとることになるため，SCIENCE を除外した)．こ
の推定結果は付表 1～3 に示されているが、文系を含んだ分析結果（表 3〜5）と基本的に変
わらない． 
8 ライフ関連教育組織を 2005 年度までに持たず，LIFE ＝LIFE_AGE＝0 となる大学は全大






































 表 3. ライフサイエンス関連の教育組織設置についてのプロビットモデルによる推定結果： 従属変数＝LIFE 
 
変数 国公立・私立大学 国公立大学  国立大学 私立大学 
UNIV_SIZE 0.284*** 1.122***  1.149** 0.244***
 (0.074) (0.368)  (0.487) (0.078)
UNIV_AGE 0.00862* -0.001  -0.0174 0.00683
 (0.005) (0.009)  (0.017) (0.006)
COMPRE 1.880*** 1.744***  1.612*** 1.713***
 (0.224) (0.439)  (0.553) (0.266)
SCIENCE 1.873*** 1.923***  1.585*** 1.863***
 (0.211) (0.397)  (0.490) (0.246)
PRIVATE -0.811***  
 (0.163)  
定数項 -2.077*** -2.394***  -1.346* -2.698***
 (0.260) (0.426)  (0.761) (0.272)
擬似決定係数 0.507 0.563  0.470 0.425
対数尤度 -174.954 -48.044  -29.729 -120.863
観測数 715 160  87 555
 
注: 
1. ライフサイエンス関連の教育・研究組織を設置していない大学 (LIFE＝0 および LIFE_AGE＝0) となる大学は， 
国公立・私立大学で 574，国公立で 89，国立で 30，私立大学で 485 ある． 










 表 4. ライフサイエンス関連の教育組織設置についてのトービットモデルによる推定結果：従属変数＝LIFE_AGE 
 
変数 国公立・私立大学 国公立大学  国立大学 私立大学 
UNIV_SIZE 2.327*** 5.981***  5.472*** 1.762**
 (0.578) (0.910)  (0.794) (0.747)
UNIV_AGE 0.190*** 0.058  -0.076 0.215**
 (0.067) (0.072)  (0.101) (0.099)
COMPRE 29.980*** 22.689***  17.392*** 30.629***
 (0.538) (4.044)  (3.791) (4.927)
SCIENCE 28.231*** 19.070***  14.423*** 32.135***
 (3.357) (3.940)  (3.724) (4.737)
PRIVATE -11.584***  
 (2.064)  
定数項 -32.648*** -23.399***  -9.835* -47.832***
 (4.372) (4.462)  (5.503) (6.390)
擬似決定係数 0.220 0.214  0.171 0.195
対数尤度 -677.052 -294.934  -220.057 -365.282
観測数 715 160  87 555
 













 表 5. ライフサイエンス関連の教育組織設置についてのネガティブバイノミアルモデルによる推定結果：従属変数＝LIFE_AGE 
 
従属変数 国公立・私立大学 国公立大学  国立大学 私立大学 
UNIV_SIZE 0.145 0.311**  0.260*** 0.150
 (0.088) (0.126)  (0.099) (0.132)
UNIV_AGE 0.020*** 0.012  -0.008 0.017
 (0.008) (0.008)  (0.012) (0.013)
COMPRE 4.138*** 3.142***  2.438*** 4.799***
 (0.326) (0.398)  (0.426) (0.510)
SCIENCE 4.228*** 2.678***  1.986*** 5.017***
 (0.316) (0.377)  (0.411) (0.488)
PRIVATE -1.230***  
 (0.260)  
定数項 -2.662*** -1.781***  0.125 -4.379***
 (0.378) (0.389)  (0.576) (0.518)
擬似決定係数 0.163 0.121  0.078 0.170
対数尤度 -759.170 -357.551  -268.820 -380.645
観測数 715 160  87 555
 
































答させる調査は 1995 年度から 2000 年度のみ行われたので，以下での分析のサンプル期間
は 1995 年度から 2000 年度である．また同調査が国立大学のみを対象とするので，以下の
分析は国立大学のみをサンプルとする 9． 
表 6 において，分析で用いられる 1995 年度から 2000 年度までの間のバイオテクノロジ
ー分野における民間等との共同研究契約に関する年次別統計量を示している．共同研究を
                                                  
9 政策研究大学院大学は 1997 年に設立されているため，1995 年と 1996 年の 2 年間はサン
プルから除かれている． 
- 18 -
 実施している大学数は，1995 年に国立大学 86 のうち 51 あったが，その後，特に 1998 年以





 1995 1996 1997 1998 1999 2000
国立大学数 86 86 87 87 87 87
実施大学数 51 51 52 56 56 60
新規実施大学数  - 5 4 9 3 5
全契約件数 204 267 274 305 427 684 






















                                                  










なわち，ライフサイエンス関連の教育組織が 1 年前 (当該年度をいう) から 5 年前 (当該年
度を含んで 5 年前，以下も同様) までの間に設置されていれば 1 の値をとるダミー変数 
(LIFE_1-5Y) ，6 年前から 10 年前までの間に設置されていれば 1 の値をとるダミー変数 
(LIFE_6-10Y)，11 年前から 15 年前までの間に設置されていれば 1 の値をとるダミー変数








証するため，第 2 の変数と第 3 の変数を代替的に用いることとした． 
この他，コントロール変数として，大学のすべての教育組織の入学定員数の合計 
(UNIV_SIZE)，大学の設置から経過した年数 (UNIV_AGE)，文系・理系ともに設置されてい
れば 1 とするダミー変数 (COMPRE)，理系の単科大学であれば 1 とするダミー変数 
(SCIENCE) を独立変数に含める．最後に，年度の効果をコントロールするための年度ダミ
ーをモデルに含めた．これらは，ここではパネルデータになっていることを別とすれば，





究契約の有無 (COLLABO) を用いる場合には変量効果プロビットモデル (random effects 
probit model) を用いた．従属変数として共同研究契約件数 (N_ COLLABO) を用いる場合に
は，共同研究契約を行っていない国立大学・年度（全観測数 520 のうち 194）について N_ 
- 20 -
 COLLABOが 0 の値をとる．このため変量効果トービットモデル (random effects tobit model) 
を用いた．また，共同研究契約件数がカウントデータであることを考慮したモデルとして，





























                                                  
11 変量効果プロビットモデル，変量効果トービットモデルおよび変量効果ネガティブバイ




 表 7. パネルデータ分析における変数の定義と記述統計量 (観測数： 520) 
 





N_COLLABO バイオテクノロジー分野における共同研究契約の数． 4.156 6.680 
(独立変数) 
LIFE ダミー変数： 当該年度までにライフサイエンス関連の教育・研究組織 (学部・
学科，研究科・専攻) を設置していれば 1，そうでない場合は 0． 
0.581 0.494 
LIFE_1-5Y ダミー変数： 1 年 (当該年度) から 5 年以内にライフサイエンス関連の教育・
研究組織 (学部・学科，研究科・専攻) を設置していれば 1，そうでない場合
は 0． 
0.092 0.290 
LIFE_6-10Y ダミー変数： 6 年から 10 年以内にライフサイエンス関連の教育・研究組織 (学
部・学科，研究科・専攻) を設置していれば 1，そうでない場合は 0． 
0.231 0.422 
LIFE_11-15Y ダミー変数： 11 年から 15 年以内にライフサイエンス関連の教育・研究組織 
(学部・学科，研究科・専攻) を設置していれば 1，そうでない場合は 0． 
0.138 0.346 
LIFE_16Y ダミー変数： 16 年以前にライフサイエンス関連の教育・研究組織 (学部・学
科，研究科・専攻) を設置していれば 1，そうでない場合は 0． 
0.119 0.324 
LIFE_AGE ライフサイエンス関連の教育・研究組織 (学部・学科，研究科・専攻) を初め
て設置してから経過した年数． 
6.981 8.665 
UNIV_SIZE 大学の教育・研究組織 (学部・学科，研究科・専攻)の入学定員数．(単位:千人) 1.747 1.478 
UNIV_AGE 大学の設置から経過した年数． 43.600 12.267 
COMPRE ダミー変数： 文系・理系ともに設置されていれば 1，そうでない場合は 0． 0.554 0.498 





 3.2. 推定結果 
共同研究契約の有無 (COLLABO) を従属変数とするプロビットモデルによる推定結果を
表 8，共同研究契約件数 (N_COLLABO) を従属変数とするトービットモデルおよびネガテ



























                                                  
12 これらの 3 つの従属変数を用いて，文系のみの大学を除いたサンプルによっても推定し
た（このとき，すべてのサンプル大学が COMPRE または SCIENCE で 1 の値をとること




 表 8. 共同研究契約の有無についての推定結果： 変量効果プロビットモデル 
  従属変数: COLLABO 
 (1) (2) (3) (4) (5) (6) 
LIFE 1.678*** 3.114***  
 (0.459) (0.462)  
LIFE_1-5Y  1.459*** 2.240*** 
  (0.509) (0.550) 
LIFE_6-10Y  1.842*** 3.120*** 
  (0.531) (0.526) 
LIFE_11-15Y  2.068*** 3.633 *** 
  (0.665) (0.664) 
LIFE_16Y  2.032* 4.590** 
  (1.069) (1.041) 
LIFE_AGE  0.129***  0.272***
  (0.049)  (0.048)
UNIV_SIZE 0.607** 0.532 0.443  
 (0.303) (0.330) (0.359)  
UNIV_AGE -0.111 -0.010 -0.011  
 (0.020) (0.020) (0.022)  
COMPRE 2.705*** 2.572*** 3.217***  
 (0.804) (0.814) (0.853)  
SCIENCE 3.501*** 3.422*** 3.753***  
 (0.757) (0.757) (0.812)  
Y1996 -0.002 -0.040 -0.038 -0.030 -0.119 -0.124
 (0.322) (0.323) (0.318) (0.318) (0.319) (0.310)
Y1997 0.067 0.016 -0.006 0.016 0.099 -0.176
 (0.325) (0.328) (0.325) (0.319) (0.321) (0.315)
Y1998 0.435 0.375 0.298 0.355 -0.230 -0.049
 (0.338) (0.342) (0.344) (0.324) (0.327) (0.324)
Y1999 0.459 0.373 0.260 0.352 0.179 -0.068
 (0.344) (0.355) (0.357) (0.325) (0.335) (0.331)
Y2000 0.805** 0.712* 0.649* 0.601* 0.418** 0.251
 (0.362) (0.374) (0.382) (0.329) (0.341) (0.342)
定数項 -3.338*** -3.209*** -3.060*** -1.140*** -1.105*** -0.601*
 (0.955) (0.953) (1.003) (0.392) (0.383) (0.358)
対数尤度 -153.110 -152.641 -156.024 -174.439 -170.439 -174.791 
観測数 520 520 520 520 520 520 
注:  
1. バイオテクノロジー分野の共同研究契約を行っていない大学 ・年度 (COLLABO =0 および
N_COLLABO=0) は 194 ある． 




表 9. 共同研究契約件数についての推定結果： 変量効果トービットモデル 
 
 従属変数: N_COLLABO 
 (1) (2) (3) (4) (5) (6) 
LIFE 4.168*** 9.353***  
 (1.436) (1.513)  
LIFE_1-5Y  4.015** 6.967*** 
  (1.571) (1.622) 
LIFE_6-10Y  4.112*** 8.270*** 
  (1.522) (1.457) 
LIFE_11-15Y  4.246 ** 9.221*** 
  (1.684) (1.574) 
LIFE_16Y  6.074** 15.867*** 
  (2.417) (2.047) 
LIFE_AGE  0.432***  0.705***
  (0.104)  (0.071)
UNIV_SIZE 3.003*** 2.652*** 1.277*  
 (0.476) (0.593) (0.659)  
UNIV_AGE -0.057 -0.051 -0.030  
 (0.059) (0.059) (0.057)  
COMPRE 8.550*** 8.716*** 9.310***  
 (2.391) (2.430) (2.178)  
SCIENCE 12.607*** 12.486*** 12.106***  
 (2.226) (2.229) (2.140)  
Y1996 1.161 1.137 0.788 1.104 0.883 0.510
 (0.805) (0.815) (0.791) (0.815) (0.820) (0.772)
Y1997 1.323 1.289 0.636 1.135 0.869 0.119
 (0.810) (0.830) (0.811) (0.813) (0.827) (0.778)
Y1998 2.156*** 2.100** 1.088 1.957** 1.575* 0.367
 (0.814) (0.850) (0.838) (0.804) (0.836) (0.781)
Y1999 4.146*** 4.068*** 2.730*** 3.819*** 3.310*** 1.721**
 (0.824) (0.889) (0.875) (0.798) (0.860) (0.785)
Y2000 8.164*** 8.017*** 6.453*** 7.663*** 6.876*** 5.134***
 (0.834) (0.917) (0.913) (0.785) (0.862) (0.780)
定数項 -14.947*** -14.770*** -12.892*** -7.169*** -6.890*** -4.851***
 (2.836) (2.866) (2.769) (1.370) (1.265) (0.936))
対数尤度 -1055.571 -1055.084 -1051.489 -1089.975 -1081.699 -1071.111 
観測数 520 520 520 520 520 520 
注: 表 8 への注と同じ． 
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 表 10. 共同研究契約件数についての推定結果： 変量効果ネガティブバイノミアルモデル 
 
 従属変数: N_COLLABO 
 (1) (2) (3) (4) (5) (6) 
LIFE 1.061*** 1.855***  
 (0.301) (0.308)  
LIFE_1-5Y  1.038*** 1.645*** 
  (0.315) (0.326) 
LIFE_6-10Y  1.048*** 1.702*** 
  (0.306) (0.305) 
LIFE_11-15Y  1.085 *** 1.783*** 
  (0.317) (0.311) 
LIFE_16Y  1.341** 2.335*** 
  (0.394) (0.354) 
LIFE_AGE  0.032  0.084***
  (0.021)  (0.019)
UNIV_SIZE 0.342*** 0.289*** 0.251**  
 (0.085) (0.098) (0.125)  
UNIV_AGE -0.010 -0.009 -0.001  
 (0.012) (0.012) (0.012)  
COMPRE 2.873*** 2.913*** 3.375***  
 (0.513) (0.517) (0.497)  
SCIENCE 3.532*** 3.514*** 3.773***  
 (0.484) (0.486) (0.493)  
Y1996 0.284*** 0.281*** 0.255** 0.257** 0.255** 0.217**
 (0.103) (0.103) (0.104) (0.104) (0.104) (0.104)
Y1997 0.308*** 0.303*** 0.247** 0.265** 0.256** 0.157
 (0.105) (0.106) (0.111) (0.104) (0.105) (0.108)
Y1998 0.435*** 0.424*** 0.333*** 0.393*** 0.368*** 0.193*
 (0.106) (0.109) (0.119) (0.100) (0.105) (0.114)
Y1999 0.773*** 0.758*** 0.638*** 0.715*** 0.681*** 0.446***
 (0.104) (0.111) (0.128) (0.095) (0.104) (0.120)
Y2000 1.254*** 1.229*** 1.084*** 1.182*** 1.130*** 0.851***
 (0.106) (0.114) (0.139) (0.089) (0.101) (0.125)
定数項 -1.353* -1.301* -1.280 -1.437*** -1.373*** -2.086***
 (0.754) (0.755) (0.788) (0.531) (0.527) (0.524)
対数尤度 -885.457 -884.840 -889.830 -919.054 -915.794 -922.105 
観測数 520  520 520 520 520 520 
注: 表 8 への注と同じ． 
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 また， (2) 式によれば， 1〜5 年前に設置 (LIFE_1-5Y)，6〜10 年前に設置 (LIFE_6-10Y)，























 最後に，表 8～10 で示されているように，年度ダミーの効果に関して，1995 年を基準年
とした場合の年度ダミーの係数が後になるに従って大きくなる傾向がある．表 8 では、2000
年度ダミーのみの係数が有意である一方で，表 9 では 1998 年度以降の年次ダミーの係数が
有意に正であることが示されている．表 10 では，すべての年次ダミーの係数が有意に正を
示し，後の年度になるに従って共同研究契約が増加する傾向があることを示している．こ




 かぎり、共同研究契約の有無（表 8）に対しては 1999 年法が，共同研究契約件数（表 9，


























の分析結果は、次の 3 点において、さらに新しい観点を提供するものである． 

















分析期間の 1995 年から 2000 にかけて有意に増加したことである．特に実施件数で 1999 年
と 2000 年の増加が顕著である。大学等技術移転促進法（いわゆる TLO 法）が制定されたの
は 1998 年 5 月であり，同年 8 月に文部省・通商産業省により実施指針が策定されている。
また産業活力再生特別措置法（いわゆる日本版バイ=ドール法）が制定されたのは 1999 年 8
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 付表 1. ライフサイエンス関連の教育組織設置についてのプロビットモデルによる推定結果：従属変数＝LIFE (理系サンプル) 
 
変数 国公立・私立大学 国公立大学  国立大学 私立大学 
UNIV_SIZE 0.276*** 1.404***  1.753** 0.232***
 (0.076) (0.445)  (0.687) (0.080)
UNIV_AGE 0.009 -0.002  -0.008 0.006
 (0.006) (0.010)  (0.023) (0.007)
COMPRE 0.009 -0.380  -0.572 -0.128
 (0.200) (0.439)  (0.657) (0.243)
PRIVATE -0.882***  
 (0.185)  
定数項 -0.164*** -0.567  -0.526 -0.802**
 (0.290) (0.410)  (0.891) (0.310)
擬似決定係数 0.187 0.304  0.331 0.092
対数尤度 -145.233 -37.877  -21.061 -100.380
観測数 258 94  67 164
 
注: 
1. ライフサイエンス関連の教育・研究組織を設置していない大学 (LIFE＝0 および LIFE_AGE＝0) となる大学は， 
国公立・私立大学で 574，国公立で 89，国立で 30，私立大学で 485 ある． 









付表 2. ライフサイエンス関連の教育組織設置についてのトービットモデルによる推定結果： 従属変数＝LIFE_AGE (理系サンプル) 
 
変数 国公立・私立大学 国公立大学  国立大学 私立大学 
UNIV_SIZE 2.263*** 6.033***  5.560*** 1.651**
 (0.588) (0.890)  (0.762) (0.781)
UNIV_AGE 0.205*** 0.064  0.001 0.234**
 (0.076) (0.079)  (0.117) (0.118)
COMPRE 1.690 3.357  1.813 -1.242
 (2.472) (2.830)  (2.914) (3.625)
PRIVATE -12.052***  
 (2.243)  
定数項 -4.736 -4.485  1.198 -16.736***
 (4.002) (3.710)  (5.537) (5.482)
擬似決定係数 0.058 0.103  0.112 0.023
対数尤度 -632.059 -294.934  -205.259 -335.473
観測数 258 94  67 164
 









 付表 3. ライフサイエンス関連の教育組織設置についてのネガティブバイノミアルモデルによる推定結果： 従属変数＝LIFE_AGE (理系サンプル) 
 
変数 国公立・私立大学 国公立大学  国立大学 私立大学 
UNIV_SIZE 0.126 0.341***  0.278*** 0.070
 (0.082) (0.107)  (0.082) (0.110)
UNIV_AGE 0.025*** 0.008  0.004 0.030**
 (0.008) (0.008)  (0.011) (0.015)
COMPRE 0.070 0.479*  0.301 -0.058
 (0.289) (0.290)  (0.291) (0.450)
PRIVATE -0.716***  
 (0.261)  
定数項 -0.952** 1.043***  1.561*** 0.166
 (0.450) (0.379)  (0.543) (0.641)
擬似決定係数 0.022 0.044  0.041 0.010
対数尤度 -686.037 -316.815  -239.459 -344.361
観測数 258 94  67 164
 





 付表 4.共同研究契約の有無についての推定結果： 変量効果プロビットモデル (理系サンプル) 
 
  従属変数: COLLABO 
 (1) (2) (3) (4) (5) (6) 
LIFE 1.741*** 1.929***  
 (0.518) (0.458)  
LIFE_1-5Y  1.477** 1.479*** 
  (0.575) (0.561) 
LIFE_6-10Y  1.885*** 1.858*** 
  (0.573) (0.512) 
LIFE_11-15Y  2.115*** 2.121*** 
  (0.709) (0.647) 
LIFE_16Y  2.711** 2.950*** 
  (1.074) (0.920) 
LIFE_AGE  0.146***  0.152***
  (0.051)  (0.043)
UNIV_SIZE 0.708 0.415 0.364  
 (0.502) (0.544) (0.591)  
UNIV_AGE -0.017 -0.010 -0.012  
 (0.029) (0.030) (0.032)  
COMPRE -0.713 -0.664 -0.434  
 (0.741) (0.752) (0.794)  
Y1996 -0.080 -0.132 -0.162 -0.093 -0.139 -0.176
 (0.339) (0.342) (0.339) (0.335) (0.339) (0.335)
Y1997 0.010 -0.062 -0.128 -0.018 -0.075 -0.157
 (0.345) (0.350) (0.350) (0.338) (0.343) (0.340)
Y1998 0.661* 0.573 0.452 0.610* 0.549 0.407
 (0.372) (0.379) (0.383) (0.358) (0.365) (0.361)
Y1999 0.575 0.448 0.281 0.506 0.410 0.221
 (0.379) (0.396) (0.401) (0.357) (0.373) (0.365)
Y2000 1.022** 0.871** 0.794* 0.922** 0.821** 0.720*
 (0.417) (0.435) (0.447) (0.380) (0.397) (0.397)
定数項 -3.714 -2.057 -1.273 0.052 0.047 0.512
 (0.513) (3.089) (3.357) (0.437) (0.429) (0.393)
対数尤度 -131.772 -130.920 -132.435 -132.944 -131.459 -132.712 
観測数 402 402 402 402 402 402 
注:  
1. バイオテクノロジー分野の共同研究契約を行っていない大学 ・年度 (COLLABO =0 および
N_COLLABO=0) は 194 ある． 
2. ***，**, *は，それぞれ 1%，5%，10%水準で係数が有意であることを示す．括弧内は標準誤差である． 
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 付表 5. 共同研究契約件数についての推定結果： 変量効果トービットモデル (理系サンプル) 
 
 従属変数: N_COLLABO 
 (1) (2) (3) (4) (5) (6) 
LIFE 3.528** 5.222***  
 (1.692) (1.639)  
LIFE_1-5Y  3.568** 4.048** 
  (1.776) (1.714) 
LIFE_6-10Y  3.511** 4.333*** 
  (1.722) (1.559) 
LIFE_11-15Y  3.551* 4.703*** 
  (1.892) (1.684) 
LIFE_16Y  7.640*** 11.279*** 
  (2.625) (2.083) 
LIFE_AGE  0.504***  0.533***
  (0.095)  (0.069)
UNIV_SIZE 5.649*** 4.092*** 1.509**  
 (1.286) (1.467) (1.410)  
UNIV_AGE -0.131 -0.096 -0.043  
 (0.083) (0.082) (0.075)  
COMPRE -4.831** -3.810* -2.858***  
 (2.228) (2.204) (1.946)  
Y1996 1.147 1.119 0.638 1.021 0.962 0.566
 (0.821) (0.834) (0.809) (0.823) (0.833) (0.803)
Y1997 1.403* 1.344 0.441 1.125 1.065 0.306
 (0.832) (0.856) (0.835) (0.821) (0.841) (0.808)
Y1998 2.582*** 2.476*** 1.108 2.173*** 2.060** 0.904
 (0.843) (0.885) (0.867) (0.809) (0.848) (0.806)
Y1999 4.596*** 4.453*** 2.656*** 4.051*** 3.894*** 2.387***
 (0.869) (0.945) (0.919) (0.807) (0.880) (0.815)
Y2000 8.961*** 8.648*** 6.579*** 8.278*** 7.883*** 6.247***
 (0.899) (1.000) (0.974) (0.799) (0.890) (0.820)
定数項 -33.559*** -24.972*** -9.216 -2.407 -2.696* -2.228**
 (7.707) (8.667) (8.335) (1.542) (1.409) (0.952)
対数尤度 -1027.325 -1025.168 -1017.502 -1036.194 -1029.140 -1018.958 
観測数 402 402 402 402 402 402 
 




 付表 6. 共同研究契約件数についての推定結果： 変量効果ネガティブバイノミアルモデル (理系サンプル) 
 
 従属変数: N_COLLABO 
 (1) (2) (3) (4) (5) (6) 
LIFE 0.978*** 1.176***  
 (0.340) (0.289)  
LIFE_1-5Y  0.966*** 0.982*** 
  (0.346) (0.305) 
LIFE_6-10Y  0.982*** 1.011*** 
  (0.337) (0.283) 
LIFE_11-15Y  1.023 *** 1.083*** 
  (0.350) (0.289) 
LIFE_16Y  1.420*** 1.666*** 
  (0.419) (0.325) 
LIFE_AGE  0.042**  0.059***
  (0.019)  (0.014)
UNIV_SIZE 0.696*** 0.515** 0.433  
 (0.209) (0.232) (0.272)  
UNIV_AGE -0.016 -0.014 -0.003  
 (0.015) (0.014) (0.013)  
COMPRE -0.877*** -0.714* -0.569  
 (0.425) (0.429) (0.434)  
Y1996 0.283*** 0.278*** 0.245** 0.256** 0.258** 0.230**
 (0.104) (0.104) (0.105) (0.106) (0.105) (0.105)
Y1997 0.318*** 0.307*** 0.232** 0.271** 0.267** 0.196*
 (0.108) (0.109) (0.113) (0.814) (0.106) (0.107)
Y1998 0.459** 0.441*** 0.320*** 0.411*** 0.391*** 0.269**
 (0.109) (0.112) (0.121) (0.102) (0.105) (0.108)
Y1999 0.802*** 0.776*** 0.616*** 0.733*** 0.707*** 0.543***
 (0.110) (0.117) (0.131) (0.096) (0.104) (0.109)
Y2000 1.284*** 1.242*** 1.053*** 1.194*** 1.151*** 0.966***
 (0.115) (0.123) (0.143) (0.091) (0.101) (0.108)
定数項 -1.655 -0.655 -0.127 1.911*** 1.891*** 2.251***
 (1.346) (1.450) (1.633) (0.540) (0.550) (1.122)
対数尤度 -860.853 -859.306 -862.308 -866.241 -862.053 -863.683 
観測数 402  402 402 402 402 402 
 
注: 付表 4 への注と同じ． 
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